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1 ガウス記号とは
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ガウス記号 [″]は高校では不連続関数の具体例と

して登場します 関数の連続性や不連続性の証明を

苦手とする人が多いので,ガウス記号 [″]も 「難 し

い関数だ」と思ってしまうのは残念なことです。本

来,ガウス記号 [″]は整数問題で活躍 します

Point

☆ガウス記号の定義☆

実数 ″に対 して,″ 以下の最大の整数を記号

[″]で表す

珍注 「″を超えない最大の整数」とも言います.

【例】 [918]=9,[7]=7,[π ]=3

疹注 負の数の場合に注意しよう.

よく_  例えば,[27]=2,[-2.7]=-3と なります

まち至夕 常に数直線をイメージすることがポイントです 数
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【例】″― [″]は実数″の小数部分を表す

1.23-[123]=1.23-1=0.23

4.56-[4.56]=456-4=056 などなど

参曰 関数 υ=″ 一 [″]のグラフ
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整数問題 としての[ガ ウス記号]

ガウス記号の定義より,次の重要な関係が成 り立

ちます ガウス記号に関するほぼ全ての問題でこの

関係を利用すると言っても過言ではない超重要な関

係です.

珍注 不等式 [″]≦ ″<[″]+1の意味をしっ

かり理解しよう [″]と [″]+1は連続する2整数

で,そ の間に実数″が入っています 等号の付く位

置にも注意しよう

これらの関係は丸暗記するのではなく,意味を

しっかり考えて自分で順番に書いていけるようにし

よう

ガウス記号の問題は,

て解くしかありません

るものはないのです

Point

☆ガウス記号 [″]の扱い方☆

ガウス記号の問題は,先ほどの関係を用いて
,

不等式と整数の問題に置き換えて考えることが

―

原則である 特に,整数が数直線上に幅 1で ト

ビトビに存在するという感覚が重要である

とにか く,定義に当てはめて淡々と処理するこ

と ガウス記号自体はどうってことないです

2 不等式で挟む

これから紹介する 【例】は,「 アタリマエ」のこと

なんですが,ガウス記号の証明方法になれるために

きちんと証IIEし てみます

とにかく,こ の定義に従っ

逆に言えば,こ れしか使え
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引 >Pointく (ガ ウス記号と不等式の関係)一―
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[″]=π _π≦″<π +1 

☆

―  [″]≦ K[″]+1

-″ -1<[″ ]≦ α

数直線でのイメージ

[″]-1 [″]  [″ ]+1



赤阪正純 (htt働

“

nuprioweb.fc2.com) ガウス記号 (整数問題)(2)

蓼 【例】πが整数のとき,[π 十″]=π 十[″ ]

`喘

。① [π +』 =pとおくと,

【例】れ,π を自然数とする.

4■ ηの商は [t制
に一致する

①  協■πの商を9, 余りを″とおくと,

惚=町 十″ (0≦ γ<″ )

体
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ょって,p=[π +″]よ り,[π 十″]=π十 [″]が

成立する

=9+ γ
 (0≦ 券
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=[9+分 ]=g+[券 ]=g+0=g
―
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0自 然数 Ⅳ に対して
,

力沙≦′√<(力 +1)p

をみたす整数 たが存在する.こ のとき,1,2,3,

,̈Ⅳ の中の 夕の倍数はた個である

た≦弓争<た +1だから,[弓F]=た

よって,1,2,3,¨、Ⅳの中の夕の倍数は[手 ]

個である

■

参曰 pを素数,Ⅳ を自然数とするとき,1,2,

3,… ,Ⅳ の中で素因数分解したときのつの指数

がたとなる数 (つ まりpで λ回だけ割れる数)は ,

[#H芦 ]個
あります

π一π　　湘「御

【例】 p,Ⅳ を自然数とするとき,1,2,3,

、̈Ⅳの中のクの倍数は[孝 ]個
.

1,2,3,…、Ⅳの中のp々 の倍数の個数は,[#]
個であ%p用 の倍数の個数に

[メ弊』
個です.

{つ
たの倍数}⊃ {p々

+1の倍数 }(集合としての包

含関係)だから,素因数分解 したときの素因数 pの

撤がたとなるものに
[ナ][芦 ]個

とな
ります

詳しくは大プリ「N!に 含まれる素因数 つの個数」

を参照してください.

Aが つ
たの倍数

βが ,々
+1の倍数

集合五の中に集合β

が入っています つま

り,図の斜線部分が,p々

の倍数だが p々■1の 倍

数でない数,つ まり,p
で力回だけ割れる数の

ことです

【例】 自然数多の桁数は,[log10 π]+1

①  π がた桁の自然数とすると,

10た
1≦ π <10々

各項の常用対数をとると,

た-1≦ 10g10π <た

ガウス記号の定義 よ り,[log10 π]=λ -1な の

で,力 =[loglo%]+1

■

3 格子点の個数として考える

π を正の実数とするとき,[π]は π 以下の自然

数の個数を表しています.例えば,3.14以下の自然

数は 1,2,3の 3個で,確かに [314]=3と なっ

ています また,4以下の自然数は 1,2,3,4の 4

個で,これも確かに[4]=4と なっています.

させ[量i::L                 ク
珍注 格子点の個数の求め方は既知 とします。 く争軋 ti

吸 列」が未学習の始 は省略してかまいません.(1,7殊
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